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早
い
も
の
で
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
な

り
３
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
令
和
元
年
は
、

当
院
に
お
い
て
も
一
つ
の
転
換
期
を
迎
え
、

こ
の
４
月
か
ら
当
院
は
地
方
公
営
企
業
法
の

規
定
の
全
部
を
適
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
公
営
企
業
法
は
、
水
道
や
病
院
な
ど
、

地
方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
企
業
の
組
織
、

財
務
、
職
員
の
身
分
な
ど
に
つ
い
て
定
め
た

法
律
で
、
今
ま
で
当
院
は
、
財
務
規
定
の
み

を
適
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
組
織
や
人
事
な

ど
全
て
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
病
院
の
運
営
責
任
者
で
あ

る
病
院
事
業
管
理
者
を
新
た
に
設
置
し
、
契

約
、
組
織
、
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
権
限

が
、
市
長
か
ら
事
業
管
理
者
に
移
管
さ
れ
、

そ
の
責
任
と
判
断
の
も
と
、
医
療
環
境
の
変

化
に
よ
り
主
体
性
を
持
っ
て
迅
速
に
対
応
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
院
で
は
、
こ
の
３
月
か
ら
新
し

い
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
稼
働
し
、
Ｍ
Ｒ
エ
ラ

ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
と
い
う
撮
影
技
術
に
よ
り
、

身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
肝
臓
の
硬
さ
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
将
来
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
、
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪

肝
炎
の
早
期
診
断
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
い
増
加
が
予
想
さ

れ
る
救
急
搬
送
患
者
や
重
症
患
者
に
対
応
す

る
た
め
、
現
在
、
中
央
診
療
棟
３
階
に
お
い

て
重
症
患
者
用
ベ
ッ
ド
の
整
備
工
事
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
当
院
は
、
地
域
で
持
続
可
能
な
中

核
病
院
と
し
て
、
急
性
期
医
療
、
地
域
医
療

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

病
院
長
ご
あ
い
さ
つ  

　
病
院
事
業
管
理
者
（
病
院
長
）
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肪
肝
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
症
例
が
増
加
し

て
き
ま
し
た
。

脂
肪
肝
の
リ
ス
ク

　

そ
れ
で
は
脂
肪
肝
に
は
ど
ん
な
リ
ス
ク
が

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
脂
肪
肝
は
、
肝
臓
に

脂
肪
が
貯
留
し
て
い
る
だ
け
の
単
純
性
脂
肪

肝
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ 

ナ
ッ
フ
ル
と
言
い
ま
す
）
と
、

肝
臓
の
細
胞
が
炎
症
に
よ
っ
て
こ
わ
れ
て
い

る
所
見
を
伴
う
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ 

ナ
ッ
シ
ュ
と
言
い
ま
す
）
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
は
予
後
良
好
で
す

が
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
次
第
に
肝
硬
変
や
肝
が
ん

へ
と
進
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
生
命
の
危

険
性
が
あ
る
疾
患
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
は
わ

が
国
で
は
約
一
千
万
人
以
上
が
存
在
し
、
そ

の
う
ち
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
約
10
～
20
％
で
、
成
人

の
２
～
３
％
の
頻
度
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
な
る
と
そ
の
５
～
20
％
が

５
～
10
年
で
肝
硬
変
と
な
り
、
肝
硬
変
に
な

る
と
年
に
２
％
程
度
の
割
合
で
発
が
ん
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脂
肪
肝
の
人
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
の
心
血
管
系
の
病
気
や
慢
性
腎

臓
病
、
一
部
の
が
ん
な
ど
、
肝
臓
以
外
の
病

気
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

肝
の
「
線
維
化
」
評
価
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
と
診
断
す
る
に
は
肝
臓
の
細
胞

を
顕
微
鏡
で
直
接
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
、

針
を
刺
し
て
肝
臓
の
一
部
を
採
取
す
る
肝
生

検
が
必
須
で
す
が
、
肝
の
線
維
化
を
調
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
脂
肪
肝
の
リ
ス
ク
を
評
価
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
肝
臓
が
炎
症
を
起
こ

し
て
壊
れ
る
と
、
そ
の
後
に
線
維
が
沈
着
し

て
固
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
「
線
維
化
」

と
呼
び
ま
す
。
線
維
化
を
調
べ
る
方
法
と
し

て
血
液
検
査
が
あ
り
ま
す
。
進
行
し
た
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｈ
（
線
維
化
進
展
例
）
の
血
液
検
査
で
は

血
小
板
数
は
減
少
し
、
線
維
化
マ
ー
カ
ー
（
４

型

コ

ラ

ー

ゲ

ン
、

ヒ

ア

ル

ロ

ン

酸
、

M
2

B
p

G
i

、
オ
ー
ト
タ
キ
シ
ン
等
）
は
高
値

を
示
し
ま
す
。
ま
た
、
血
小
板
数
や
肝
機
能

検
査
の
一
種(A

S
T

、A
L

T
)

に
年
齢
を
加
え

　

脂
肪
肝
と
は
肝
臓
に
脂
肪
（
中
性
脂
肪
）

が
た
ま
っ
た
状
態
で
あ
り
、
腹
部
超
音
波
検

査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
等
の
画
像
検
査
で
診
断
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

脂
肪
肝
の
原
因
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
も

の
と
よ
ら
な
い
も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
に
よ
ら
な
い
脂
肪
肝
（
非
ア
ル

コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患
：
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ 

ナ
ッ
フ
ル
デ
ィ
ー
と
言
い
ま
す
）
の
原
因
の

多
く
は
肥
満
で
す
が
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
や
極
度
の

低
栄
養
、
一
部
の
薬
剤
、
消
化
管
の
手
術
な

ど
に
よ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

脂
肪
肝
は
通
常
、
無
症
状
で
あ
り
見
過
ご

さ
れ
や
す
い
疾
患
で
す
が
、
一
見
健
康
に
み

え
る
人
が
実
は
脂
肪
肝
で
（
隠
れ
脂
肪
肝
）
、

肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
な
っ
て
か
ら
発
見
さ
れ

る
機
会
が
最
近
、
増
え
て
き
ま
し
た
。
あ
る

報
告
に
よ
る
と
我
が
国
の
健
診
受
診
者
の
う

ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
非
飲
者
で
脂
肪
肝
と
診
断

さ
れ
た
人
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
）
は
男
性
で
約

40
％
、
女
性
で
約
20
％
で
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
肝
臓
が
ん
の
原
因
は
主
に
Ｃ
型
肝

炎
や
Ｂ
型
肝
炎
な
ど
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
主

で
し
た
が
、
最
近
は
非
Ｂ
型
、
非
Ｃ
型
の
脂

油
断
大
敵
！ 
脂
肪
肝

 
が
ん
診
療
支
援
部
長　

林　

秀
樹
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と
超
音
波
に
よ
る
肝
臓
の
硬
さ
と
脂
肪
量
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
検
査
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

①
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
に
よ
る
肝
臓
の
硬
さ

を
調
べ
る
検
査
『
Ｍ
Ｒ
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
』

　

Ｍ
Ｒ
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
と
は
、
お
腹
の

上
に
振
動
を
送
る
器
具
を
の
せ
て
肝
臓
を
ゆ

ら
し
、
肝
臓
内
を
通
過
す
る
波
（
振
動
波
）

を
測
定
し
て
、
肝
臓
の
硬
さ
を
調
べ
る
検
査

で
す
。
お
腹
に
軽
い
振
動
を
感
じ
ま
す
が
、

痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
時
間
は
５
分
程

度
の
た
め
、
通
常
の
肝
臓
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に

た
複
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
か
ら
算
出
さ
れ
る

F
IB

4
-in

d
e

x

は
線
維
化
進
展
例
で
は
よ
り

高
値
を
示
す
た
め
、
有
用
で
す
。

　

一
方
、
肝
の
線
維
化
を
評
価
す
る
画
像
検

査
と
し
て
フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
や
Ｍ
Ｒ
エ
ラ

ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ブ
ロ
ス

キ
ャ
ン
は
超
音
波
、
Ｍ
Ｒ
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ

フ
ィ
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
技
術
を
用
い
て
肝
臓
の
硬

さ
を
測
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ど
ち

ら
も
非
侵
襲
的
で
身
体
に
や
さ
し
く
、
血
液

検
査
よ
り
正
確
に
肝
の
線
維
化
を
評
価
で
き

ま
す
。
当
院
で
は
こ
れ
ま
で
導
入
し
て
い
た

フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
に
加
え
、
最
新
型
の
Ｍ

Ｒ
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
を
用
い
た
肝
硬
度
測

定
が
２
０
１
９
年
３
月
よ
り
可
能
と
な
り
ま

し
た
（
後
述
し
ま
す
）
。

　

隠
れ
脂
肪
肝
は
、
通
常
の
血
液
検
査(

Ａ

肝
臓
の
硬
さ
を
調
べ
る

  
新
し
い
検
査

中
央
放
射
線
部

　

フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
は
、
右
脇
腹
の
肝
臓

か
ら
弱
い
振
動
を
与
え
、
そ
の
振
動
波
が
肝

臓
の
中
を
伝
わ
る
速
度
や
量
を
超
音
波
で
測

定
し
て
、
肝
臓
の
硬
さ
と
脂
肪
量
を
同
時
に

調
べ
る
検
査
で
す
。
軽
く
ト
ン
ト
ン
と
い
う

刺
激
を
感
じ
ま
す
が
、
痛
み
の
な
い
検
査
で

す
。
検
査
時
間
は
５
分
か
ら
10
分
程
度
で
、

肝
臓
の
超
音
波
検
査
と
同
時
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
に
か
か
る

費
用
は
３
割
負
担
の
方
で
７
０
０
円
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
１
１
３
施
設
、
東

海
３
県
で
は
10
施
設
、
岐
阜
県
で
は
当
院
で

検
査
可
能
で
す
。
（
２
０
１
９
年
５
月
現
在
）

　

従
来
、
肝
臓
の
硬
さ
を
調
べ
る
に
は
、
腹

壁
に
針
を
刺
し
、
肝
臓
の
一
部
を
経
皮
的
に

採
取
す
る
検
査
（
肝
生
検
）
や
内
視
鏡
を
経

皮
的
に
腹
腔
に
入
れ
、
実
際
に
肝
臓
の
表
面

を
観
察
す
る
検
査
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
（
腹
腔
鏡
検
査
）
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

方
法
は
、
入
院
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
痛
み

を
伴
っ
た
り
す
る
検
査
で
し
た
。

 

当

院

で

は
、

２

０

１

４

年

７

月

に

F
ib

ro
S

ca
n

（
フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
）
、
２

０
１
９
年
３
月
に
最
新
の
３
Ｔ
（
テ
ス
ラ
）

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
を
導
入
し
、
身
体
に
針
を
刺
さ

な
く
て
も
肝
臓
の
硬
さ
を
調
べ
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
下
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど)

は
正
常
な
こ
と
も
あ

り
、
画
像
検
査
を
行
わ
な
い
と
発
見
で
き
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
も
し
脂
肪
肝
が
あ
る
と
診

断
さ
れ
た
方
は
、
決
し
て
放
置
せ
ず
、
是
非
、

肝
の
線
維
化
を
評
価
し
て
、
将
来
の
リ
ス
ク

を
知
っ
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

　

脂
肪
肝
の
精
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
是

非
、
当
院
消
化
器
内
科
外
来
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

追
加
し
て
行
う
事
が
で
き
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
エ
ラ

ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
を
行
っ
て
も
、
追
加
の
費
用

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
39
施
設
、
東
海
３

県
で
は
当
院
を
含
め
２
施
設
で
検
査
可
能
で

す
。
（
２
０
１
９
年
５
月
現
在
）

②
超
音
波
に
よ
る
肝
臓
の
硬
さ
、
脂
肪
量
を
調

べ
る
検
査
『F

ib
ro
S
c
a
n

（
フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
）』

３テスラＭＲＩ装置

フィブロスキャン

ＭＲエラストグラフィ
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２
０
０
８
年
か
ら
医
師
の
業
務
軽
減
を
目
的

に
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
（
当
院
で
は
ド
ク

タ
ー
ク
ラ
ー
ク
と
呼
び
ま
す
）
が
活
躍
し
て
い

ま
す
。
現
在
50
名
程
が
医
療
ク
ラ
ー
ク
室
に
在

籍
し
て
お
り
、
各
診
療
科
の
医
師
の
下
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
配
属
さ
れ
た
診
療
科
の
外
来

診
察
室
で
は
、
医
師
の
横
で
パ
ソ
コ
ン
に
診
察

の
記
録
や
検
査
の
入
力
等
、
診
療
科
医
局
で
は

保
険
会
社
か
ら
の
診
断
書
を
は
じ
め
各
種
書
類

の
下
書
き
、
デ
ー
タ
入
力
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ー
ク
業
務
に
は
専
門
知
識
や
経
験
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
院

で
は
９
割
が
未
経
験
者
で
す
。
知
識
習
得
は
入

職
し
て
か
ら
基
礎
研
修
を
行
い
、
医
学
知
識
や

専
門
用
語
な
ど
は
、
日
々
の
診
療
の
中
で
医
師

や
先
輩
ク
ラ
ー
ク
よ
り
学
ん
で
い
き
ま
す
。　

ま
た
、
シ
フ
ト
制
で
は
な
い
た
め
休
暇
の
取
り

や
す
い
環
境
を
整
え
、
子
育
て
中
の
主
婦
も
安

心
し
て
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増
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伴
い
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れ
か
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ム
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て
貢
献
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き
る
よ
う
、
医
療
ク

ラ
ー
ク
室
全
員
で
邁
進
し
て
い
き
ま
す
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私達と一緒に働いてみませんか？　

随時募集しています。

　診療科のご案内

○診療科目・・・内科、糖尿病・内分泌内科、神経内科、
　呼吸器・腫瘍内科、消化器内科、血液内科、循環器内科、
　腎臓内科、小児科、精神科、外科、乳腺外科、整形外科、
　脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、皮膚科、
　泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、頭頸部外科、
放射線科、麻酔科、病理診断科、臨床検査科、
　リハビリテーション科、歯科、歯科口腔外科

○休診日

土・日・祝日と12月29日〜1月3日　
※詳細はホームページでも紹介しています。
　市民病院ホームページ　https://gmhosp.jp/

〒500-8513 岐阜市鹿島町7-1

電話：058-251-1101（内線4309）　FAX：058-252-1335

問い合わせ先

市民公開講座のご案内
日 時 令和元年8月31日（土）午後2時30分〜

　　　　　　　　　　　 午後4時00分

会　場 当院西診療棟4階　サルビアホール

テーマ「最新の胃がん外科治療について！」
①ガイドラインに基づいた胃がん治療

　岐阜市民病院 外科部長　山田 誠

②胃がんの腹腔鏡手術とロボット支援下手術

　岐阜市民病院 内視鏡外科部長　奥村 直樹

申込方法 8月26日（月）までに、電話（平日の午前8時30分～午後
5時15分）、FAX、当院ホームページの市民公開講座申
込フォーム、又は郵送にてお申込みください。

参加
無料

岐阜市民病院　病院政策課 

乳腺外科で女性医師による診察を始めました

乳腺外科　森光 華澄

よろしくお願いします。

外来診察日　火曜日　10時～


